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FAX　同　上

為まっり
4月8日(藤乗宗更師)茶会

寺宝･文化財一般公開
4月8日～10日　9:00-16:00

左 不動明王像､右　毘沙門天像､中央　舜海法印像　　　　塩田カメラ　常泉量敬氏損影

鎌倉時代の遼宝
不動胎内に｢天正17年｣修復銘

銘
を
発
見
し
た
｡

こ
れ
に
は
　
｢
一
一
.
学
院
東
頭
山
行

元
寺
第
十
七
代
祖
師
法
印
舜
海
修

復
之
　
仏
所
鎌
倉
扇
谷
住
越
中
守

作
之
｣
　
と
あ
り
､
削
作
は
遥
か
に

さ
か
の
ぼ
る
r
L
レ

(
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
)

の
｣
　
と
し
､

鎌
倉
期
の
制

作
と
論
評
さ

れ
た
｡こ

れ
に
よ

っ
て
剥
落
が

著
し
い
両
仏

像
を
河
本
雅

史
仏
師
に
修

復
を
依
頼
し

た

と

こ

ろ

､

l
<
動
明
王
像

の
胎
内
に
戦

国
時
代
の
天

正
十
七
年

(
一
.
五
八
九
)

三
月
卜
七
日

修
復
の
黒
苦

十
ヒ
年
一
月
､
県
史
料
研
究
財

団
が
行
元
寺
仏
像
調
査
に
来
山
､

善
光
寺
二
一
尊
は
じ
め
､
不
動
明
モ

立
像
･
毘
沙
門
天
像
な
ど
調
査
し

た
結
果
､
特
に
毘
沙
門
大
像
や
不

動
明
モ
像
に
　
｢
腰
を
強
く
ひ
ね
り

腹
を
突
き
出
す
な
ど
体
躯
の
動
勢

の
表
現
に
優
れ
'
鎌
倉
彫
刻
の
特

徴
を
示
す
も
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一伊八会(営間代表)は｢伊八の波｣彫刻を国宝にする運動をしています-

レ
し

イ文仰信

舜
海
法
印
に
よ
っ
て

現
在
地
に
再
移
築

行
元
寺
は
約
七
百
年
前
､
当
荻

原
の
茶
田
谷
に
冷
泉
大
納
言
と
二

階
堂
行
元
公
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ

た
｡
し
た
が
っ
て
､
｢
乗
頭
山
三
学

院
無
量
寿
寺
｣
を
'
行
元
公
の
業

績
か
ら
､
｢
行
元
寺
｣
　
と
改
称
し

た
｡

そ
の
後
'
平
安
期
の
作
に
な
る

本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
､
お
よ
び

両
脇
侍
に
加
え
五
尊
と
す
る
た
め

に
､
不
動
明
王
と
毘
沙
門
天
の
作

成
と
な
っ
た
｡
須
弥
壇
上
に
安
置

さ
れ
て
い
る
の
が
'
こ
の
五
尊
で

あ
る
｡そ

の
う
え
判
明
し
た
こ
と
は
､

荻
原
茶
田
谷
か
ら
現
在
の
場
所
に

移
築
さ
れ
た
の
が
　
｢
大
正
十
四
年

六
月
∴
ロ
ト
七
世
舜
海
｣
　
に
よ
っ

て
な
さ
れ
'
舜
海
は
中
興
の
祖
と

仰
が
れ
､
不
動
明
王
像
の
作
と
同

じ
仏
師
'
鎌
倉
法
眼
越
中
と
弟
子

伊
勢
に
な
る
　
｢
舜
海
法
印
像
｣
を

今
に
伝
え
て
い
る
｡

握
り
､
煩
悩
を
断
ち
切
る
意
味
か

ら
､
右
手
に
宝
剣
を
持
っ
て
い
る
｡

さ
ら
に
表
情
は
怒
り
､
つ
ま
り
盆

怒
　
(
ふ
ん
ぬ
)
　
の
面
だ
ち
で
'
強

い
煩
悩
を
持
っ
た
人
間
を
強
引
に

屈
服
さ
せ
よ
う
と
す
る
｡

阿
弥
陀
如
来
や
観
音
菩
薩
の
よ

う
に
'
優
し
-
慈
愛
に
あ
ふ
れ
た

姿
と
は
不
動
明
王
は
逆
と
い
っ
て

よ
い
o
　
ち
ょ
う
ど
母
親
が
い
く
ら

優
し
く
子
ど
も
を
諭
し
て
も
わ
か

ら
な
い
子
に
対
し
て
､
と
き
に
父

親
が
雷
を
落
と
す
に
似
て
い
よ
う
｡

て
い
る
が
､
彫
法
に
優
れ
て
い
る

の
が
行
元
寺
の
邪
鬼
の
特
色
だ
と

さ
れ
る
｡

本
堂
正
面
の
丸
柱
の
葵
の
紋
所

下
に
も
､
毘
沙
門
天
の
鎧
の
紋
様

が
措
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
行

元
寺
の
護
り
神
で
あ
-
'
古
来
か

ら
詣
で
る
者
に
勇
気
と
元
気
､
さ

ら
に
福
を
授
け
て
-
れ
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
よ
う
｡

大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

御
詠
歌
全
国
大
会

参
加
者

1
 
7
･
1
 
0
･
1
 
3
-
　
渡
辺
久
子
　
土

橋
春
子
　
大
岩
澄
子
　
日
置
富
子

市
原
佳
子

格
本
山
宗
光
寺
　
村
凹
頴
田
､
大

岩
任
明
､
石
塚
博
志
､
藤
平
貞
夫
'

市
原
睦
三
ほ
か
　
(
順
不
同
､
敬
称

金
額
略
)

ま
た
､
伊
八
会
雷
間
隆
代
代
表

は
じ
め
会
員
有
志
､
江
戸
彫
刻
研

究
学
会
役
員
等
､
各
方
面
に
対
処

方
を
要
望
し
た
｡

南
総
教
区
主
催

比
叡
山
団
参

台
風
1
 
2
号

崖
崩
落
見
舞
金
芳
名

婦
人
部
役
員

(
平
成
1
 
7
年
～
)

邪
鬼
を
踏
ま
え
る

毘
沙
門
天

毘
沙
門
天
は
七
福
神
の
一

煩
悩
を
断
ち
切
る

不
動
明
王

不
動
明
王
は
燃
え
さ
か
る
火
焔

を
背
に
､
左
手
に
煩
悩
を
縛
る
縄
､

す
な
わ
ち
謂
索
(
け
ん
さ
-
)
　
を

勇
気
と
福
を
授
け
る
神
と
さ
れ
､

ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
武
士
の
紋
様
を

革
鎧
に
着
け
武
装
し
て
い
る
｡
胸

前
に
宝
塔
を
捧
げ
､
右
腕
に
三
鈷

乾
　
(
さ
ん
こ
げ
き
)
　
を
執
っ
て
､

杏
(
-
つ
)
で
邪
鬼
を
踏
ま
え
立
つ
｡

こ
の
邪
鬼
の
こ
と
を
'
｢
あ
ま
の

じ

ゃ

-

｣

と

い

っ

て

､

人

の

心

に

棲
み
つ
い
て
い
る
､
人
間
の
最
大

の
敵
で
あ
る
煩
悩
を
表
し
'
毘
沙

門
天
が
撃
退
し
て
く
れ
る
｡
だ
か

ら
邪
鬼
は
苦
し
い
表
情
を
浮
か
べ

参
加
者

1
7
･
1
1
･
1
2
-
　
斉
藤
静
　
市
原

与
作
　
古
山
忠
正
　
渡
辺
諸
雄

渡
辺
正
文
　
大
曽
根
活
　
清
水
賢

一
　
渡
辺
八
重
子
　
渡
辺
久
子

佐
藤
義
子
　
佐
藤
菊
江

J

A

{

　

　

　

J

P

:

　

　

　

　

r

i

 

I

d

　

　

,

ヾ

　

　

■

　

J

/

㌧

　

　

　

L

J

,

西
光
寺
本
尊

檀
徒
寄
進
修
復
中

天
台
宗
務
庁
　
伊
八
会
川
越
三

郎
､
筑
波
大
学
教
授
　
斉
藤
泰
嘉
'

江
戸
彫
刻
研
究
学
会
　
松
田
征
男
､

茶
道
更
和
会
　
藤
乗
宗
更
､
日
本

画
家
　
久
保
木
彦
､
阿
部
工
業
社

長
　
阿
部
誠
､
田
辺
伊
兵
衛
'
西

光
寺
　
秋
山
篤
田
､
鴇
昌
曜
､
別

㌔

西
光
寺
檀
徒
の
寄
進
で
本
尊
修

復
中
'
仏
師
は
河
本
雅
史
氏
で
'

大
き
な
胎
内
仏
は
珍
し
い
｡

部
長
渡
辺
照
子
　
副
部
長
塚
越
恵

子
　
会
計
田
中
英
子
　
秋
葉
光
子

渡
辺
ふ
み
子
　
渡
辺
叔
子
　
佐
藤

よ
り
子
　
中
村
き
よ
　
浅
野
佳
子

弓
削
マ
ツ
江
　
佐
藤
義
子

(
千
葉
愛
子
氏
作
成
　
提
供
)
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文化財防火デーに
総代･消防隊訓練

比叡山参拝16.10.7-

台風禍防災のため伐採17.1.30

総代土砂流出復旧作業17.8.26-

法
灯
を
次
世
代
へ
!

主
な
行
事
･
事
業
等

-
平
成
1
 
7
年
度
-

5
･
1
 
5
　
総
代
､
伝
道
師
　
花
蓮

掘
り
移
植
作
業
(
秋
葉
政
巳
氏
所

有
田
借
用
)

6
･
4
　
総
代
､
消
防
隊
崖
等
草

刈
他

8
･
6
　
文
化
財
防
災
ポ
ン
プ
小

屋
完
工

8
･
2
6
-
　
台
風
十
二
号
客
殿
脇

崖
十
五
M
に
わ
た
っ
て
崩
落
､
総

代
奉
仕
作
業

9
･
2
8
　
御
詠
歌
研
修
会
一
九
〇

名
参
加
､
二
日
館
　
(
行
元
寺
三
〇

余
名
研
修
)

1
 
0
･
1
 
3
　
御
詠
歌
全
国
大
会
　
大

津
市
､
比
叡
山
へ
五
名
参
加

1
 
0
･
2
9
　
菊
花
展
　
市
原
与
作
､

塚
越
正
雄
､
斉
藤
静
諸
氏
奉
納

1
 
0
･
3
0
　
文
化
財
屋
外
消
火
設
備

竣
工
式
　
県
･
町
･
消
防
署
'
区

長
'
消
防
団
長
､
総
代
ほ
か
参
列

1
 
1
･
1
2
　
比
叡
山
参
拝
団
へ
十
一

名
参
加

1
 
2
･
2
0
　
天
然
ガ
ス
対
策
会
議

(
農
村
広
場
)
　
荻
原
区
役
職
'
行
元

寺
側
四
名
出
席

1
 
2
･
2
6
　
河
本
仏
師
､
毘
沙
門
天
､

不
動
明
王
像
修
復
完
工
､
開
眼

-
･
2
2
　
除
雪
作
業
(
総
代
有
志
)

文
化
財
防
火
訓
練
　
消
防
隊
､
総

代
､
消
防
署
五
名
ほ
か

-
･
2
4
　
千
葉
県
警
察
本
部
長
､

い
す
み
警
察
署
長
外
四
名
乗
寺

-
･
2
7
　
市
､
市
民
局
･
l
R
職

員
等
見
学
コ
ー
ス
作
成
に
つ
き
来

寺2
･
5
　
総
代
　
植
木
枝
労
走
作

業
､
秋
葉
利
恭
氏
植
木
こ
け
消
毒

2
･
‖
　
千
葉
日
報
主
催
七
福
神

巡
り
百
名
､
同
社
長
ほ
か
火
濃
行

2
･
1
 
9
　
総
代
　
茅
対
策
作
業

2
･
2
 
1
　
田
中
荻
原
区
長
､
市
原

責
任
役
員
等
日
宝
興
発
K
K
へ
崖

崩
落
支
援
要
望
､
太
田
い
す
み
市

長
'
吉
原
部
長
､
及
川
議
長
等
に

対
策
方
挨
拶

2
･
2
8
-
　
苅
谷
建
設
'
本
堂
裏

東
寄
り
末
工
事
場
所
工
事
着
工

3
･
8
　
総
代
矛
収
納
作
業
､
伐

採
木
等
整
理

3
･
2
0
　
河
津
桜
三
十
本
植
樹

伝
道
師

3
･
2
8
　
日
宝
輿
発
K
K
､
室
内

ガ
ス
漏
警
報
機
十
ヶ
所
設
置

■
■
J
t
I
 
r
_
.
■
　
■
l
T
.
.
l
l

渡
辺
正
文
氏
を
選
任

哩

消
防
計
画
書
提
出

十
七
年
十
月
十
七
日
'
檀
徒
総

代
会
長
の
渡
辺
正
文
氏
を
防
火
管

理
者
(
消
防
法
施
行
令
第
三
条
第

一
項
に
定
め
る
課
程
修
了
)
　
に
選

任
､
消
防
署
に
届
出
の
上
'
消
防

計
画
書
を
提
出
し
た
｡

自
衛
消
防
隊
長
　
渡
辺
春
義

消
防
ポ
ン
プ
機
器
､
消
火
栓
､

消
火
銃
点
検
整
備
(
三
月
　
九
月
)

市
原
文
男
　
秋
葉
清
　
岩
瀬
芳
造

市
原
寛
　
牧
野
進
(
六
月
十
二
月
)

土
橋
勇
　
斉
藤
文
夫
　
渡
辺
春

義
　
伊
沢
定
男
　
佐
藤
宏
(
敬
称
略
)

総
合
訓
練
　
1
月
二
十
二
日

屋
外
消
火
栓
　
消
火
銃
　
揚
水
機

電
気
配
線
　
水
道
管
敷
設
等

千
葉
県
(
補
助
額
)
三
五
〇
万
円

夷
隅
町
(
補
助
額
)
一
七
五
万
円

行
元
等
(
負
担
額
二
七
五
万
円

｢
別
途
｣
崖
崩
れ
に
伴
う

消
火
栓
移
設
費
　
十
五
万
円

施
工
者

江
沢
防
災
設
備
有
限
会
社

揚
水
機
小
屋
建
設
等

行
元
寺
(
負
担
額
)
`
五
〇
万
円

施
工
者
　
福
山
鉄
也

寄

進

者

平
成
1
 
6
･
1
 
7
年
度

文
化
財
保
存
防
災
事
業

l
､
向
拝
拭
琶

(
二
回
目
交
換
1
 
7
年
1
 
2
月
)

小
出
イ
ン
テ
リ
ヤ

岬
町
　
押
日
小
出
道
生
樵

一
､
大
師
打
鳴
布
団
土
橋
春
子
様
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狩昆哲の拙宝 
4月10日まで公開 

聖教　一部分一　永和4年(1378)

作者　等随(北斎と兄弟弟子)　　　　胎蔵界宴蒼羅　正長2年(1429) 7月

済琵琶題
-天台宗開宗1200年特別展　最澄と天台の国宝　東京国立博物館～5月7日-

金
剛
界
蔓
蒼
羅

正
長
2
年
(
1
4
2
9
年
)

仏
画
と
書
跡

十
六
善
神
図
　
　
江
戸
時
代

釈

迦

浬

磐

図

-

部

分

-

嘆
く
動
物
や
虫
ま
で
も

江
戸
時
代
初
期


